
授業で使える当館所蔵地図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
 
★１ 岐阜県庁と岐阜市役所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解説】 
一般財団法人日本地図センター発行「地図で見る岐阜の変遷」に収められた５枚の地形図のうち、1947

（昭和 22）年の岐阜市の地形図である。交通の広がりや公共施設の位置、土地利用の様子などに着目する
ことで、戦後間もないころの岐阜市の様子を読み取ることができる地形図である。 
現在の岐阜市の様子と比較してみると、岐阜駅周辺に人口が集中し、岐阜市に合併する前の町や村の集落

が点在していることが分かる。岐阜駅を中心に路面電車や道路網が広がり、公共施設の位置も現在とは異な
っている。土地利用の様子では、住宅地よりも田畑が多く広がっていることを地図記号から読み取ることが
できる。当時の岐阜市の様子をつかみ、人々のくらしに目を向けることができる地形図である。 

Ｎｏ．６３ 『地図で見る岐阜の変遷Ⅲ』 

作成年：1947（昭和 22）年  

 サイズ：５４×７８cm  

 作 者：（一財）日本地図センター 

 

・旧岐阜県庁舎：1924（大正 13）年に建てられる。※みんなの森ぎふメディアコスモス東側 

・旧岐阜市役所庁舎：1925（大正 14）年に建てられる。 

写真出典：岐阜市史編さん委員会 岐阜市史編さん専門委員会 編集 岐阜市発行「岐阜市史 史料編現代Ⅱ第３巻（写真編）」52・51 頁 

                    「堂々たる近世式建築の岐阜県庁」「岐阜市街（岐阜市役所付近）」岐阜市歴史博物館提供 
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旧岐阜県庁舎 旧岐阜市役所庁舎 
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★２ 旧長良橋と岐阜城跡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長良橋と岐阜城の移り変わり（明治以降） 

1874（明治 7）年 

1884（明治 17）年 

1910（明治 43）年 

長良川に船橋ができる。（明七橋） 

長良橋が木の橋になる。 

長良橋の廃材を活用して、岐阜城が再建さ

れる。 

1915（大正 4）年 

1954（昭和 29）年 

1956（昭和 31）年 

長良橋が鉄橋につくりかえられる。 

現在の長良橋が建造される。 

鉄筋コンクリート建築で岐阜城が再建さ

れる。 

 

 

 

 

 

 
 
 

【用語について】 

・地図記号 城跡 

 

 

 

・地図記号 市役所 

       政府が地図の整備を始めた１８８０年代に、現在の県にあたる郡の役所を二重丸の記号で表し

た。当時、市はなく、１８８８年の市制後、市役所の記号として表されるようになった。 

 

【利用の例】 

○戦後間もない頃の岐阜市の様子について子供たちの興味・関心をひき出すことができる。 

 →小学校第３学年「市の移り変わり」の単元の導入において、1947（昭和 22）年の地形図を提示するこ

とで、戦後間もない頃の岐阜市の様子について子供たちの興味・関心をひき出すことができる地形図であ

る。子供たちの実態に合わせて、地図記号の数を数えたり、自分の家や学校の位置を調べたりする活動が

考えられる。その際には、既習の「市の様子」の学習を想起させたり、現在の岐阜市の地形図と比較させ

たりすることで、子供たちに交通や公共施設、土地利用の様子の違いに気付かせ、岐阜市の移り変わりに

目を向けることができるようにしたい。このように単元の導入において地図に親しむことで、これから始

まる「市の移り変わり」の学習に期待感を抱かせることができる。 

○身近な地域の学習に興味・関心をもつことができる。 

 →社会科における岐阜市の学習や歴史学習、総合的な学習の時間における郷土学習において、地図で調べる

ことをきっかけにして、「実際の場所に行ってみたい」や「もっと調べてみたい」という思いをひき出す

ことができる。 

 ・昔、○○だった場所には、現在どんな公共施設が建っているか実際に調べに行く。 

 ・昔の道路を辿ることで、岐阜市に路面電車が走っていた痕跡を探してみる。 

 ・家族と一緒に地図を見てみることで、昔の岐阜市の様子について聞き取り調査をする。 

※このコンテンツの写真資料の転載を禁止します。 

 
 長良橋は，1884（明治 17）年に木造の橋として建

造された。その後、1915（大正 4）年には鉄橋に造

りかえられ、現在の長良橋は 1954（昭和 29）年に建

造された。 

左の写真は，1901～10年の葉書に使用された写真

であり，木造の長良橋を見ることができる。1910（明

治 43）年に再建された岐阜城を金華山の山頂に見るこ

とはできない。1601年の廃城以来、300年以上に渡

って岐阜城がなかったことを知ることができる貴重な

資料である。 

写真出典：岐阜市史編さん委員会 岐阜市史編さん専門委員会 編集 岐阜市発行 

「岐阜市史 史料編現代Ⅱ第３巻（写真編）」70頁「岐阜金華山」交田紳二氏提供 

城跡の記号は、昔に城があったところで、現在も天守閣、櫓、石垣などがあるところを表

す。築城工事をする時の縄ばりの形を記号にしている。 

★３ 中山道と国道 21号 

 国道 21号は、濃尾平野を東西に横断し、延長約 116kmの一般国道の路線である。岐阜県内の起点付近で

は国道 19号と、滋賀県内の終点付近では国道 8号と一部区間を重用する。起点の瑞浪市、土岐市を除く区間

は、旧中山道を踏襲する道筋である。1952年の新道路法によって国道 21号と制定されたため、地図上には

「中山道」と記載されていることを読み取ることができる。 


